
令和４年度 ワークセンター夢の樹就労移行支援 事業報告書 

１ 総括  

令和４年度も、これまで通り個別支援の重視、求職活動における丁寧なマッチング、本人と企

業双方を重視した職場定着支援、利用者確保を重点課題として取り組んだ。 

日々の活動や、就職活動においては新型コロナウイルスの影響は少なくなっており、求人数や

面接会などの開催数も概ね回復してきたと感じる。就職者数は昨年度よりも１名多い６名が就職

し離職者は出なかった。安定して就職者を輩出している一方で、令和４年度は２名の利用者が就

職以外での退所となった。２名共に利用期間満了で、就労継続支援Ｂ型事業所の利用となった。 

新型コロナウイルスの影響は少なくなったとはいえ流行は続いており、当事業所でも日々の消

毒など感染対策を講じていたが、年間で職員３名、利用者２名が罹患した。幸いにも重症化や感

染の拡大には至らず、事業運営に大きな影響はなかったが、今後も油断せず継続して感染対策を

行っていきたい。 

経営的には、毎年安定して就職者を輩出してきたことや、６名が新規に利用を開始したことな

どもあり、概ね安定した１年だった。 

  

２ 事業概要 

 

   １）施設名    ワークセンター夢の樹 

２）事業種別   就労移行支援 

   ３）所在地    東京都小平市大沼町２－１－３ 

   ４）経営主体   社会福祉法人 未来 

   ５）利用定員   １０名 

   ６）利用現員 １０名（令和５年３月３１日時点） 

   ７）法人認可年月日 平成１４年１２月１１日 

   ８）事業開始年月日 平成２０年 ４月 １日 

  ９）職員    管理者 １名 

           サービス管理責任者 ２名 (兼務：常勤換算１．２) 

           職業指導員 ２名（常勤換算０．７） 

           生活支援員 １名（常勤換算１．０） 

           就労支援員 １名（常勤換算０．８） 

            

３ 基本理念  一人ひとりの自己実現。 

        互いの尊厳の尊重と信頼関係の構築。 

        安心と希望のもてる生活。  

 

４ 基本方針  個々に合った活動・実践的訓練 

情報、訓練方法等の共有 

計画的支援（計画→実行→評価→計画の見直し→実行） 

訓練・相談・求職活動の一体的支援 

 

５ 実施事業（活動内容）  

１）就労移行支援の流れと内容 

   （１）支援の流れと方法 

・利用前会議 

・本人把握プログラム 

・支援計画（スケールマップ、個別支援計画、活動計画）の作成と定期的見直し 

（２）利用前会議 



・基本情報の確認、共有。 

就労移行支援事業の利用開始前の段階で、利用者に関しての基本情報について共有する

為にケース会議を実施する。基本情報は就労支援センターを含め関係機関からの情報を

得る。 

・本人把握のためのプログラムおよび把握期間の決定。 

ケース会議では、本人の状況に応じた訓練プログラムと実施期間を決定する。 

 

（３）本人把握プログラム 

・把握期間：１～３か月（利用者の状況による）。 

・把握方法：通常のプログラム時の観察・評価 

・把握期間終了時に、日常生活面、作業能力、社会性の項目で整理し、個別支援計画やスケ

ールマップに反映させる。 

 

（４）支援計画（スケールマップ、個別支援計画） 

     ・利用前実習でのアセスメントや事前に共有できた情報を基に、通所開始当初の個別支援

計画とスケールマップを作成し、職員間で内容を検討する。その後週ごとに支援計画会

議を実施し計画の評価、見直しを行う。 

 

   （５）その他のプログラム 

     ・就労準備支援を意識した、各種プログラムの実施（随時） 

     ・就労アセスメントの実施（随時） 

     ・市役所や企業での実習、企業見学等の施設外支援 

 

２）作業種別 

銀の皿はし・しょうゆセット作り 

銀の皿しゃもじセット作り 

受注作業（ダイレクトメール等）  

 

３）外部実習 

市役所実習 

市役所販売 

多摩済生園清掃実習 

企業実習 

 

４）企業見学   

新型コロナウイルスの影響が不透明であり未定。 

 

６ 日 課 

職員打ち合わせ、作業準備      ８：３０～ ９：００ 

     朝礼、体操、あいさつ練習      ９：００～ ９：１５ 

     清掃                ９：１５～ ９：３０ 

     訓練プログラム（作業）       ９：３０～１２：００ 

     休憩               １２：００～１３：００ 

     訓練プログラム          １３：０５～１４：３０ 

     休憩               １４：３０～１４：４０ 

     ストレッチ            １４：３０～１４：４０ 



訓練プログラム          １４：４０～１６：２０ 

     清掃、日誌記入、終礼       １６：２０～１７：００ 

     職員打ち合わせ          １７：００～１７：３０  

 

７ 重点課題・目標 

 １）活動 

（１）個別支援の重視 

①個々の状況に応じた計画的な支援 

利用者個々の状況に応じた個別支援計画や就職までのスケールマップ作成を行う。利用者

とは月１回以上面談を行い、本人の希望や訓練状況の変化に応じて計画を変更する。 

     ②職業準備訓練の充実 

ア、作業訓練 

受注作業を通して、報連相などの基本的な労働習慣を習得する。 

イ、訓練プログラムの充実 

利用者が希望する職種に合わせ、提供する訓練プログラムの内容を職員ミーティング

で検討し実施する。また、利用者に希望する訓練プログラムを確認し、新たに実施で

きるものがないか検討する。 

ウ、面接訓練 

通常の面接練習に加え、コロナ禍への対応としてオンライン面接の練習を行う。 

エ、社会人として必要な社会性やビジネスマナーの習得 

社会生活上必要と思われる知識や社会性、職場などで想定されるコミュニケーショ

ンなどを習得するため、ビジネスマナー講座やグループワークなどを実施する。 

オ、利用者の心身の健康を保つ 

必要に応じて面談等を実施し、困っていることや不安に感じていること、体調管理に

ついてのアドバイスや対策を行う。また、訓練プログラムの一環でストレス解消の取

組みも行う。 

【成果と課題】 

月 1 回以上の面談などで、就職に向けての目標や課題、希望などを確認し、必要に応じ計画

を見直した。令和４年度は、利用者から希望のあったメールソフトのテキストを購入し、新

たに訓練プログラムに取り入れた。就職活動中の利用者からは面接練習の希望が多く、実際

の面接試験の実施方法に応じて、オンラインや対面での練習を行った。練習を重ねることで

受け答えが上達し、面接試験に活かせることが多かった。グループワークでも新たな教材を

導入し、「会話を終える」「会話を続ける」「感情のコントロール」など具体的なテーマに沿っ

て実施し、社会性やコミュニケーションについての知識の習得が進んだと感じている。利用

者の体調面や心情面は概ね安定しており、職業準備訓練は順調に行えたと感じている。 

        

（２）丁寧なマッチングによる就職活動支援 – 目標就職者数４名 

     ①利用者、企業双方に必要な情報を提供する。 

利用者には求人の仕事内容や通勤経路等の情報を伝え、企業には利用者プロフィールシー

トを提出し、利用者の特性や配慮事項等を伝える。 

②職場実習などの施設外支援や職場見学などを行う。 

入社を決める前に可能な限り職場見学や実習を行い、マッチングを確認する。 

【成果と課題】 

     ５月に１名、６月に２名、７月に１名、１０月に１名、３月に１名の計６名の就職者を輩出

し、目標の就職者数を達成することができた。就職した全員が企業にプロフィールシートを

提出し、職場実習や見学でマッチングを確認した上で入社を決めた。令和３年度と同様に、

６月１日の障害者雇用状況調査の時期に合わせて、集中的に就職活動を行ったことが就職に

結びついた要因の１つと考えている。７月と１０月に就職した２名は、当事業所からの就職

実績がある企業への就職であり、企業との関係性の大切さを改めて認識した。 



     総括に記載の通り、退所は２名で２名共に就職を希望していたが、体調不良やマッチング

する企業が見つからず、期間満了となってしまった。２名共に就労継続支援Ｂ型事業所へ通

所となったが、１名は企業就労への再チャレンジを目指し、他の１名は将来の進路を検討中

とのことである。 

  （３）就労定着支援の充実 

①本人支援 

職場での対人関係や環境の把握に努め、企業が求める人物像や業務内容を本人に伝えるな

ど、職場適応支援を行う。 

②企業支援 

就職者の業務内容、対人関係、職場環境等に関する企業からの相談を受け、就職者の特性

に応じた対応について助言を行う。 

③新型コロナウイルスの流行に対応した定着支援 

メールやオンライン面談、本人の自宅訪問、来所面談などで状況を確認する。また、自宅

待機となった就職者を受け入れ、体力低下や生活リズムの乱れを防ぐとともに、面談等に

より精神的な安定を図る。 

【成果と課題】 

   概ね月１回の職場訪問を行い本人また企業の状況や意向を確認した。就職者６名の勤務先は、

新型コロナウイルスの影響による勤務形態の変化などはなく、概ね計画通りの定着支援が行

え、順調に就業が継続している。就職者６名の内４名は、当事業所と一体的に運営している

就労定着支援の利用を開始し、残りの２名も利用を希望している。また、企業には利用者の

職場適応に必要な情報提供や助言を行い、職場環境や人間関係での提案など適応支援を行っ

た。 

 

(４）就労継続支援Ｂ型事業利用希望者のアセスメントの実施 

軽作業、漢字テスト、計算問題等のプログラムを実施し、作業能力、持続力、集中力、また

コミュニケーション能力などの社会性についての評価を実施する。 

【成果と課題】 

就労継続支援Ｂ型事業利用希望者のアセスメントを４名実施した。軽作業や漢字テスト、計

算問題などを実施し、作業能力や持続性、また報告、連絡、相談等のコミュニケーション能

力の評価を行った。評価結果は４名とも就労継続支援Ｂ型事業の利用が適当となった。 

 

２）人材育成 

（１）職業指導員、生活支援員、就労支援員 

【到達目標】 

①リーダー層の育成 

②業務標準化の実施。 

   【成果と課題】 

①他事業所の職員を含めリーダー候補者の選抜を行った。候補者は３回実地研修を行い、令

和５年度も実地研修を行う予定である。 

②ミーティングで支援内容を共有している他、２人体制で訪問や面談を行うことで、支援方

法などについて意見交換が活発に行え、概ね統一した方針で支援にあたれていると感じる。 

 

３）経営管理 

（１）訓練等給付費収入安定のため、新規利用者確保の目標人数を５名とする。（収支均衡のた

めには１日平均利用者数８名以上が必要） 

①近隣の関係機関リストをもとに、特別支援学校、就労支援センターなどへ利用者募集を行

う。コロナ禍での活動として、訪問が難しい場合は電話やメール、オンライン面談を活用

し、関係性の継続と強化を図る。過去の紹介実績を基に、効果の高い関係機関に重点を置

くとともに新規の関係機関の開拓を行う。 



②法人機関紙およびホームページへのチラシ掲載などの広報活動を行う。 

③バウムの利用者状況を確認し、ステップアップ候補者の発掘に取り組む。 

【成果と課題】 

関係機関への訪問による利用者確保の取組は新型コロナウイルス感染防止の観点から、利

用希望者の紹介実績や紹介の見込がある関係機関に重点を置き行った。見学や実習の問い

合わせは定期的にあり、一定の効果はあったと感じる。また、バウムからはステップアッ

プ候補者７名が実習を行った。内 1 名が６月から利用となり、１名は令和５年度から利用

を開始する予定である。他の５名は利用を希望しなかったが、環境の変化への不安がその

一因と推察されることから、令和５年度も引き続きバウムから実習を受け入れていくこと

で、不安感の解消に努めていきたい。新規利用者は６名で年度の目標を達成し、令和４年

度の１日平均利用者数は９．０名で黒字収支となった。 

 

(２）月次試算を正確に行い、計画的に予算を執行する。 

【成果と課題】 

適切に予算の補正を行い計画的に執行できた。 

 

(３）経費削減を徹底する。 

①未使用スペースの消灯等節電の徹底。 

②整理整頓により、備品、消耗品等の在庫管理を徹底する。 

③印刷物については必要枚数の確認や、枚数の多いものについては試し刷りを行うなど無

駄な印刷を行わないようにする。 

    【成果と課題】 

     節電や消耗品の在庫管理、印刷前の確認などは概ね実施できており、無駄な支出は抑えら

れている。 

 

８ その他の成果と課題 

職員３名と利用者２名が新型コロナウイルス感染症に罹患したが、幸いにも重症者はおらず、感

染が拡大することもなかった。 

９月に希望する利用者、職員に対して新型コロナウイルス４回目のワクチン接種を、１２月にイ

ンフルエンザワクチン接種を実施した。 

 

９ 事故等報告 

   １）なし。 

 

１０ 開所状況    

１）開所期間  自 令和４年４月１日  至 令和５年３月３１日 

２）開所日数  （１）週開所日数   ５日間 

           （２）開所時間    午前９時～午後５時 

           （３）年間延開所日数 ２４３日間 

           （４）平均活動時間  ４．８時間 

１１ 利用状況 

１）利用者延人員    ２，１８３人（前年度 ２，２１０人） 

２）１日平均利用人員    ９．０人（前年度   ９．１人） 

３）体験実習者延人員    １０５人（前年度    ９３人） 

４）１日平均実習人員    ０．４人（前年度   ０．４人） 

５）実習者実人員       ２４人（前年度    １４人）    

６）企業内実習者延人員   １４７人（前年度    ８３人） 

７）就労継続支援Ｂ型アセスメント利用人員 ４人（前年度３人） 

１２ 利用者状況（令和５年３月３１日現在） 



１）年齢 

１８歳以上２０歳未満    １名 

２０歳以上３０歳未満    ２名 

３０歳以上４０歳未満    ６名 

４０歳以上５０歳未満    １名 

５０歳以上６０歳未満    ０名 

 

２）障害の状況 

愛の手帳４度（東京都）   ４名 

精神障害者保健福祉手帳２級 １名 

精神障害者保健福祉手帳３級 ４名 

身体障害者手帳１級     １名 

 

３）通所手段 

交通機関利用        ６名 

徒歩等           ４名 

 

４）居住状況 

管内居住 ８名  管外居住 ２名 

 

５）性別 

男性 ５名   女性 ５名 

 

１３ 利用者工賃 

   平均工賃  １人 月額 ： ５，２１６円（前年度 ４，６９３円） 

    日給 ：   ３１３円（前年度   ２８４円）   

 

１４ 就労者の状況・ステップアップの状況等 

   今年度就労者      ・・・６名（内離職者０名） 

   今年度ステップアップ者 ・・・１名（内就職者０名） 

 

１５ 環境の整備 

職員、利用者が毎日、室内や建物周辺の清掃を実施し、年間を通して清潔な環境を保つことが

できた。 

 

１６ 防災計画 

災害時避難訓練を年２回実施した。また、小平手をつなぐ親の会と共催で実施した防災訓練に

参加した。 

 


